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韓国の情報化政策 に関する研究
一慶尚北道におけるインターネ ッ ト・セマ ウル運動を中心と して

一

　　 AStudy 　on 　lnformation　Policies　in　South　Korea
− The 　Internet　Sae ・maul 　Movement 　in　Kyungsangbukdo

佐

喩 鞴 ll
要旨

韓国 は 今や 世界有 数の IT先進国 といわ れて い る 。韓国が目指すIT立国 建設 の 情報化政策の
一

環 と して
一

地方 自治体 が取 り組んで い る情 報化

政策につ い て ，慶 尚北道の 「イン ターネッ ト・セマ ウルj 運動 につ い て 検討 した。この研 究に当た り関係者に イン タビ ュ
ー

を通 して，「イン

タ
ー

ネ ッ ト・セ マ ウル運動」の実態 と現状 の把握 に勤めた。この運動の意義 や目的を通 して韓国が進 めるIT立国建設 を
一
地 方自治体の進 め

る情 報化政策の 末端の部 分か ら検討 し韓国が進める情報化政策を考察 したもの で ある。

Abstract
South　Korea　is　now 　considered 　one 　of　the　most 　developed 叮 countries．　The　present　study 　］nvestigated 　the　state　of　information　pOlicies
toward　the　construction 　of　an　IT　nation　promoted　by　the　govemment ．
this　stUdy 　examined 　the　reasons 　for　the　information　advancement 　in　South　Korea　as 　well　as　the　current 　stage ，　s置uation，　pe薗 p  tives　and

issues田 la【ed　to随s　lnlbmation　polices圃with 廿1e　p黼 ar）f　focus　on　the　Aglntemet　Sae−maul 　MovementAhp ゆ moted 　by　Kyungsangbukdo ，　a
locat　municipality 　in　south 　Korea　and 　by　conducting 　irrterviews　with　responsible 　persons．

01 ● は じ め に

　 20世紀 に末に 情報革命 とい う大 きな 嵐が 吹き荒れ た。こ の

大 きな 嵐の 中で 21世紀を 迎え た。情報化社会は人類 に と っ て

かつて 経験の ない 新 しい社会 で ある。この 情報化社会は特に

イ ンターネ ッ トの 出現 に よっ て ，我々 を取 b巻 く社会環境は

今 や大き く変化 した。情報通信 伎術の 飛躍的 な発展は人類社

会 に大ぎ く寄与 して い る とい える。情報化社会は政治，経済，

社会，そ して 文化生活な どを は じめあ らゆ る面 に おい て 人間

の価値やさまざまな実現の 可能性を含みなが ら我々 の 社会に

漫透 して い る。工業化社会か ら情報化社会へ と対応するため

に あらゆる 分野で の 改革 や変革を余儀な くせ ざる を得な い。

　韓国 に お け るIT国家戦 略は 2000 年3月の 金大中前大統領

の強い指導力の下 で 「知識情報社会強 国亅を国家 目標と して

情報化政策を掲げた 。 韓国は IT先進 国と して 凄ま じい 発展を

成 し遂げて いる。

　本稿 は韓国 が目指 すIT立国建設の情 報化政策 の一環 と し

て ，一地方自治体 が執 り行な っ て い る道 レベ ルで の情報化政

策 につ い て 検討す る。塵尚北道の 「イン ターネ ッ ト・セマ ウ

ル 運動」に 焦点をあ て て ，こ の運動の意義や 目的 ・経緯等を

関係者で ある行政の 担当官，運動の 指導者，そ して対象者で

あ る受講 者の市民 にそ れ ぞ れ イ ン タ ビ ュ
ー

を 行い データ を収

集 ・分析 する こ とによっ て 韓国の 情報化政策及び地方自治体

の情報化政策の 現状を把握，解明し，韓国が進めているIT立

国 を 末端 の 地方 自治 体 か ら情 報 化 政 策 を考 察す る も の で あ

る。

　な お ，この 「イ ンタ
ー

ネ ッ ト・セマ ウル 運 動」を よ り解 明

する た め に，私は昨年末に慶尚北道を 訪問 した 。 こ の調査地

は 韓国 ：慶尚北道の 道庁，安東市役所，星 州郡庁，浦項 市役

所及 び，この 運 動の 各情報示 範 （情報化試 験 ）村で あ る 〔D。

調査対象は，この 「イ ン ターネッ ト・セマ ウル運動」を逐行

して い る各役所の 情報通信担当官 であ り，そ して情 報教育研

修所の 先生で あ る指導者に直接 イ ンタ ビュ
ー調査 を行 うため

に 村を訪ね た。なお ，安東市の 示範村は 河回村で あるが，私

が案内 して 頂 い たの は 市役所の 庁舎に隣接す る市民 会館内で

行 わ れ て い た 情報教育研 修所 で あ る こ と を お 断 り して お く。

イン タ ビュ
ー調 査期間 は2002 年 12月 16 日 か ら2002 年

12 月 18 日で あ る。ま た ，受講 者へ の イ ン タ ビュ
ー

につ い て

は，訪 問時 に閉講 して い た研 修所 もあ っ た の で年度 を改めて

2003 年5月に行 なっ た 。 受講生へ のイ ンタビュ
ー調査は韓

国 ：大邱大学の 河映秀助教授へ 依頼 して 安東市役所，星州郡

庁，浦項市役所の各情報教育研修所の 受講者の 中か ら無差別

に5名 の方 々に協力 を得て イ ン タビュ
ーを行な っ た。本研究

はイ ン タビュ
ー・デー

タ に基づい て 考察 したも の で あ る。な

お，紙面の 関係上 イン タビュ
ー

の質 問項目や回答 につ い て は

一
部割愛 した 。

02 ● イ ンターネ ッ ト・セマ ウJbnc勤の推進

2．1 イ ン ターネ ッ ト ・セ マ ウル 運動 の 背景

　韓国の情報通信部の発表によれば，韓国 はブ囗
一ドバン ド
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表l　Iイ ン タ
ー

ネ ッ ト・セ マ ウル 運動の情報教育研修内容につ い て お尋 ね します

の 普及 は世界最先端の位置にお り，自宅 からイ ンターネ ッ ト

を利用 し て い る世帯 は 57 ．3％ で （2002 年2 月），米 国の

19．196 （2001 年9月 ） な ど他 の 先 進 国 を しの ぐ圧 倒 的な

高さで あ る 〔2 ，。また，イ ンタ
ー

ネ ッ トの 利用人口は急激に

増加 し2001 年12月現在に お い て は，総人口の 過半数を 超

え る 2438 万 人 が利用 して い る 〔3）。そ して イ ン ターネ ッ ト

を利用 した 人は
一

ヵ月以内で 67 ．4％ に達 し，もはや韓 国に

おける イ ン ター
ネ ッ トの 利用者数は 国民の 過 半数を 超 え る

2600 万 人 と見 られ る 〔4 ｝。以 上 の よ うに 今や IT先進 国と な

っ た韓国 は IT分野で リ
ー

ドして い る。

　韓 国がIT先進国になっ た背景 には，金大中大統領時に大胆

な構造改革 と情報化政策等にある。政府指導に よる全国民へ

のイン ターネ ッ ト普及宣言や情報化政策によるADSL などの

ブ囗
一ドバ ン ドサービス ，高層集合住宅の IT環境整備，通信

料 の低 額化な どがあ る。そ して 街の 中 にあ ふ れ る PC 房 （パ

ン ）と称 され るイ ン ターネ ッ ト・カフ ェ も大きな要因で ある

と考 えられ，iT先進国へ の 要素 が多々見られ る。

　 韓 国政府は 1999 年 に CYBER 　KOREA21 （サイバーコ

リア21 ）を発表 し，超高 速基幹網 の 整備や全国民の 情報化

教育を実施 し，国民にイン ターネッ トを普及させるとい うこ

とで ，「2002 年 まで に全 国を超高速基幹網で 結び，知識情

報社会 の情報イ ン フ ラを早期 に構築する」（5） とい う情報化政

策を掲 げたの で ある。また，金大 中前大統領は国運をか けて

情報化政策 と して 2000 年 3月に 「21 世紀 の 無限競争時代

に 適応 しよ うとすれば，真 に革命的な転換がなければなりま

せん。い ま，わが国の イ ンターネ ッ ト利用者 は約 1000万人

で す が，今年 中に はさ らに 1000 万人 が増 えるもの とみなさ

れます。わた しの任期中 に全国民がコ ン ピュ
ータを持ち，イ

ン ターネ ッ トを利用 しよ うと して い ます。い まや韓 国は米国

に 次い で イ ンタ
ーネ ッ トを多 く利用 してい ます 。 私 たちは知

識情報 10 大強 国の 一つ に な る で し ょ う。私 た ち の 未来 は

洋々と してい る こ とを私 は確 信を 持 っ て述べ ます 」（6 〕と

高々 と IT立国建設の 宣言を行っ た。そして ，金大中前大統領

は 産業化 で は遅れ を 取っ た が情報化 で は先行す る と して情報

産業育成 の政策を推進 したのであ る ⊂7 ｝
。 2000 年6月からは

全国の 196 ヵ 所に超高速イ ン タ
ー

ネ ッ ト網の整 備を 地方都

市や 農漁村地区の 僻地 ・過疎地 区宏 で提供拡大 して示 範 （情

報化試験 ）村事業 を展開す る な ど積極 的な 情報化政策に取 り

組み多 くの 情報化に関す る政策を立 ち上げ推奨 した 〔8 ）。

　韓国 政府はIT立国 建設の ため に従来の 経済シ ス テ ム の構造

改革を大胆かつ 果敢 に断行 して 知識情報化社会へ と急速 な変

貌を行 っ てい っ た。この よ うに政府主導の もとで情報化政策

は推進さ れて 行 っ たの で あ る。慶尚北道庁の 情報通信担当官

の 話によれ ば，この 情報化政策の
一

つ と して ，「2001 年の

2月 に韓国政府の 行政自治部 が情 報化政策 の
一環 として韓国

内に 101 ヵ 所の 情 報の 示範 （情報 化試験）村 を指 定 した。

その 中 に慶 尚北道 からは20 ヵ 所が指定された」 と述べ てい

る。 このよ うに政府の行政自治部か らの情報化政策 が全国に

広が りをみせた。この 行政 自治部 の情報化政策を受けて 慶尚

北道では 情報化政策の た め に あ ら ゆ る 思案や 考案が企 画され

たので ある。その中の一つ に慶 尚北 道知事の李　義根氏の強

い リダー
シ ッ プに基 づき，知事 が発 起人とな っ て 慶尚北道独

自の情報化政策を企画 し，道内か ら3 ヵ 所を 示範 （情 報化試

験 ）村 として指 定 して重点的に情 報化 政策を推進する こ と に

なっ た。この 運動は李知事の トッ プダウン に よ っ て 慶尚北道

の 情報化政策が 決定され た。い わ ゆ る 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト・
セ
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表2　 11あなたが指導員を受けたこ とにつ い て お尋ね します
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マ ウル 運 動」 が，こ こ に立ち 上がっ たの で あ る。こ の 「イ ン

タ
ー

ネ ッ ト・セ マ ウル 運動」は 慶尚北道 における情報化政策

の中で も 最も 重点事業として 推進されて い る。こ の 運動 は慶

尚北道の 情報化政策の 代名詞的存在にな り，道上げて の運動

と して各業 界か らの支援な ども 含み 官民上 げて 推進 して お

D，今後の結果が多い に 期待される とこ ろで ある。

　 この 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト・セマ ウル運動」 は道内か ら，こ の

政策に最も 情報化に適 し，かつ 最も成功の 可能性が 強い 地域

と して ，安東市の 河回マ ウル，城州郡道興 マ ウル，浦項市 の

虎尾 串マ ウル 3 ヵ 所が示範 （情報化試験）村 として 道か ら指

定されて 2001 年 6月29 日にスタートを見 たの で あ る。

2．2 イ ン タ
ーネッ ト

・セ マ ウル 運動の 意義

　この 「イン ターネ ッ ト・セマ ウル運動」 とは何の 目的で何

の ために行 っ たかを検討 してみれば，政府 主導型の IT国家建

設の 政策 の
一環と して，慶 尚北道が執 り行 な う

一
地方 にお け

る情報化政策で ある。慶 尚北道が 打ち 出 した 情報化政策の 中

の一つ と して進めている情報化政策の運動を称して 「イン タ

ーネ ッ ト。セマ ウル運動」と呼ん で い る。

　そ も そ もこ の 運 動の 目的は，住民 が情 報化社会へ 参加す る

ために必要な知識や技術習得な ど道民全員を対象として 執り

行な う情報化教育研修で あ る。

現在 に お いて 高度情報 社会 が浸 透 して い る 中で情報 に対す る

認識，技術や知識が各人に よっ て 相当の 隔た りがあ る。こ の

隔た りが 情報格 差 （digital　divide）で あ る。こ の 隔 た りで

あ る情報格差を 解消す る た め に 「イ ンタ
ー

ネ ッ ト・セマ ウル

運動」 を通 して ，情報格差 を解消す る こと がこの 運動の 目的

の
一

つ として 掲げ られたの であ る。確かに今まで の 韓国政府

の情報化政策は ，世界の IT先進 国 へ 追い つ け追 い越せ を 目標

と して ，情報化 政策を産 業界や 大都市部な どを 中心 に推進 し

て急速 に発展 して来たが，この 情報化の発展に よ っ て 社会の

一部で は情報の格差が大 ぎく広が っ て い た。地域情報化、情

報生活化な どにおい て情報の 利用 ・活用に情 報格差 が深刻 に

な り，この情報格差をどのように解消して行くか が大ぎ な課

題とな っ た C9）
。 韓国 に お け る情 報格 差は 都市 よ り農漁村地

域，高所得層よ り低所 得 層 が，高 学歴者 層 よ り低 学歴者層，

若年層 より高齢者な どと著 しい。特に都市と農村地域 を比較

して み る と所得，学歴 等に お い て は都市の 方が圧 倒的に高 い

水準で あ る。そ して 農村地域 は，農業，林業，漁業などに従

事して い る人々 は 高齢者の比率が高い ため情報化に対 して の

必要性 や認識が薄く情報格差 は都市 と 1よ比較に な らない ほど

深刻な情報格差があ る の が現 状 で あ る。情報格差の解 消の た

め に は情報 シ ステ 厶 の 開発，情報リテ ラ シ
ーなど情報化 に対

す る高揚的な 運 動を広 く，か つ強 く求め られ る
” e｝。

　IT立 国 の建設 を 掲げた 国 に お い て 国民 の 情報に 対する理解

と知識や情報技術が根底に なければ国民の 情報化社会 へ の 参

加 は 不可 能 で あ る。国 民 が情報の知識 や技術を習得するこ と

がIT立 国建設 のため には必要不可欠な条件で ある。韓 国の 国

民経済諮 問会議が2001 年5月 19日に発表 した 「知識経済 3

ケ 年計画」 の 中に五 題推進課題の 中に情報生活化推進運動が

一題 として掲 げ られて い る。その 内容 は，イ ン ターネ ッ トに

よ る無制限な情報の 提供と リア ルタイムな情報の 提供，情報

の 洪水な ど 「光の 速度」で 日々 変化 して い る知識情報 社会に

おい て個 人の人格形成 と幸福な生活をするため に，あるい は

国家間競争 力を高 めるために情報生活化へ の 参加の環境作 り

や ブームを作 り上げる こ とが必要で ある 〔11 ）。しか し，イン
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ー
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夕
一

ネ ッ ト社会が確立される事 によっ て新たな問題 も出現 し

て い る こ と を見逃す ことがで き芯い 。 例えば，韓 国の小 中学

生 を対象 と した 調査 による と ，イン ターネ ッ トの アダル トサ

イ トを訪 れた こ とがある小 学生68．396で中高学生が84．4％

で あ る。その うち 家か らア ダル トサイ トへ 直接ア クセス した

こ との あ る小学生 が 65 ．696で 中高学生 が 96 ．4％ で あ る こと

がわかっ re　c12〕。 韓国 だけに限 っ たことで はない が，一般的

に イン ターネ ッ トによるソ フ トポル ノが比較的提供するサー

ビス が多 い ともい われてい る。また，イン ターネ ッ トの 「自

殺サイ ト」で知 り合 っ た男女の大学生が韓国 ：江原道の江陵

市で 自殺事件が発生 して 韓国社会 に大ぎな衝撃を与えた  
。

そ して 高校生がイ ン ターネ ッ トの 「爆弾サイ ト」で爆弾の製

造方法を学び，大邱市で 不 特定多数の 人間 を 標的と して爆発

事件も発生 してい る とい う。また，韓 国観光部の 調査 に よ る

と，最近韓 国内におい て 中高生の援助交際が問題となっ て い

る 。 そ の援 助交際の き っ か け を提供 して いる の がイ ン タ
ー

ネ

ッ トで あ り，その 約7割をも占めて い ると指摘 して い る “ 4 ）。

韓国の インターネ ッ ト普及 にはPC 房 （イン ターネ ッ ト・カ

フ ェ ）が大きな役割 を果 した 。 この PC 房の コ ン ピ ュ
ータに

よっ てチャ ッ トを通 じて 出会 い系のサイ トで見知らぬ人 と出

会えるなど大ぎな社会問題に芯っ てい る  
。

　 この ような意味 におい て情 報化社会 における 「光 と陰」の
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表4　 1イン タ
ー
ネ ッ ト・セマ ウル運動 の情報教育研修 内容 につ いて お尋 ね しま す
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l　　　　 i

識 裳

嶋嘩 ぞうだ 轄　　　　趨 1】 了 蕪

一

鋸 　　蔭 i　 臨

十 一一
←

一
整 露

簾鮒 台 亅 熱 蠢 」 i　 鯨 　 　慧 鑿 甕

ややちが う ユ 母
1
　 萋 ｝ 1

蠹 く鶲 う

髓轄磯転 L ユ

丸 B 君 D 監 F L ヨ 鉦 華

A
霾

喟

Mtht 冒 弓審9 　k　di　rCftい 　　　罵　轍 罵 驢 鱸驫響 あ 着
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研斜 図櫨率黛鷲あ講　　　　 醗　購 鱒 聯 ；轟vs

研撕 毋 騨 中鋼 鞘篇　　　 饕　鱒 醐 鰍盞雫 鯉 thる

　　　 業 靈榊 辮 よ幣各 覊篶で 臙 鰯 憲イ ン 夛 ビ轟
燃を桴 なウ 島

慧 馨獅蘂 讎い ウ 啄』憾 ぱ』、

」 嫐 騨 礎 籍る

部分を 十分認識 しな が ら，よ D 健全なイ ン ターネ ッ ト文化の

定清の た め に も市民 自身によ る の 市民運動の 「イ ン ターネッ

ト・セ マ ウル運動」は必要で あ り情報化政策の
一環と して評

価で き る試 み と考え る。

　確か に，こ の イ ン タ
ー

ネ ッ トセ マ ウル運動を推進 して い る

慶尚北道庁や示 範 （情報化試験）村を管轄 して い る市役所，

郡 庁 役所 の 担当者に直接伺 っ て 見 れ ば，担当者全員が情報格

差の 解消を第
一

に上げ，家た情報格差を地域別や他の分野 と

比較す るこ と は 困難で あ るが，国民的に広がっ て い る情報格

差 と同時に コ ン ピュ
ータ使用の モ ラル の問題は，この慶 尚北

道で も 例外で はな い と4役所とも話して い た。道民の健全 な

コ ン ピュ
ータ技術操作 におい て セキ ュ リテ

ー
の 対策と情報倫

理 も ，この イ ン タ
ー

ネ ッ ト・セマ ウル運動 の大ぎな 目的の
一

つ で 情報楮差と共に大切 なもの で ，情報化教育研修の授業 に

取 り入れて い るとのことであっ た。

　 この 「イ ン ターネッ ト・セマ ウル運動亅 は道民の 情報格差

の 解消 と健全なコ ン ピュ
ータ技術習得 などの目標を掲げて実

践的 に運動 を展開する上 で大きな道民 の期待 といえる運動 で

あ る。慶尚北道における情報化政策の
一

環 と して ，こ の 「イ

ンターネ ッ ト。セマ ウル運動」の 意義 は高 く，健全 な イ ン タ

ーネ ッ ト文化社会を形成 するためにも必要な運動とい え る 。

2．3 イ ン ターネ ッ ト・セ マ ウル 運 動 の 経 緯

　韓国の 近代国家形成の 礎と な っ た 「セマ ウル 運動」の 発祥

の 地か ら，今度は韓国の IT革命を この 地 に あや か っ て慶 尚北

道 にお ける 情報化政策 と して 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト ・セ マ ウ ル運

動亅が産声を上げた。慶尚北道の 情報格差 を解消し，かつ情

報生 活化，健全なイ ン タ
ー

ネ ッ ト文化定盾 をす る た め に，過

去の セ マ ウ ル 運動の 精神を参考に して イ ン タ
ー

ネ ッ ト ・セ マ

ウル運動が企画され たの で あ る。今日の 情報化社会に取 り残

さ れ な い た め に も，この 運 動を 通 して 情報格差や 情報化社会

に対応で き る人材育成 を試み た。この運動の 特徴の
一

つ に情

報化 に精通 した指導者 を選定 し，その 指導者を 中心 と してマ

ウル （村）単位か らスタートする。村民の情報 リテラシーの

実践運動 で ある 。慶尚北 道の 情 報化政 策 を辿 っ て 見 れ ば，

1996 年 『21 世紀新慶北ビ ジ ョ ン 』の中で 『八 イテク慶北 』

を発表 し，その後，2001 年 12月 『ハイテク慶北』 を 『デ

ジタル ＠慶北』 とタイ トル を変更 して 行政や産業界 そ して 住

民を巻 ぎ込んだ官民一体 の情報化拡大推進を図っ た。2002

年2月には 「知識情報化 国家戦略 国際フ ォ
ーラム」 で知識情

報強 国を作 る基礎 として イン ターネ ッ ト・セ マ ウル運 動を宣

言 した 〔16 〕。

　この 「イン ターネ ッ ト・セマ ウル運動」は2001 年6 月に

慶尚北道の 城州郡道興里示範 （情 報化 モ デル）マ ウル （村）

に おい て ，「イ ン ターネ ッ ト・セ マ ウ ル 運 動」 の 宣 布式が

堂々と行 われた 。 この宣布式 にお いて，過去の 貧困を解決 し

た 「セマ ウル運動」 の 教訓 を基礎 に今 回の 「イ ン タ
ー

ネ ッ

ト・セ マ ウル 運動亅を 通 して新 しい時代の 精神と して 宣誓 し

た 。 過去 に 「セマ ウル運動」 を通 して 韓国が近代化社会へ と

移行 す る こ とが で き た よ う に，今 回に おい て も 「イ ン タ
ー

ネ

ッ ト ・セ マ ウ ル 運 動」 を 通 して 「パ ソ コ ン の で ぎ る 道民」，

「誰で も 情報化がで ぎ る環境亅，「知識と 文化が コミ ュ ケ
ー

シ

ョ ン す る デジタ ル 慶北」な ど道 民の ため の 情報化推進 政 策を

打ち 出さ れ た。これ ら
一連の情報化運 動を 道内に お い て展 開

し情報化を構築 した後に は，国家 レベ ル の e−KOREA を構築

す る こ とを 目標に掲げて い る。

　 1970 年代の 朴正熙大統領に よ っ て 行わ れ た セマ ウル 運 動

は，経済的な貧困か らの脱 出を目標 として 展開され た。セマ

ウル 運動 は官主導型で市民 の 自主的な 参加が薄れ ，自律 に欠

け て い た こ とが指摘さ れ て い る点 な どを十分に 考慮 しな が ら

今回は この運動を進め て い る。

　今 回の この 運 動は ，道 民 の情報格差を 解消 しなが ら地域競
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表5　 【【あなたが情報教育の 授業を受けたことにつ いてお尋 ね します

争力の向上を 目標 として ，「創意 ・信 頼 ・
共有」を基本精神

に置き，自律的，平等な どを強調 して 知識情 報社会の 構 築 を

行うことで ある。

　今回の イン ターネ ッ ト・セマ ウル運動は ，週去 のセ マ ウル

運動 の実践理念および基本精神の 長所を 受け継 ぎ，ま た 市民

の自律性の 不足等を反 省 しなが ら，情報化推進の ため の 自律

組織 の構成，自主 ・自発的な参加を基礎と して市民主体型の

運 動が肝要で ある。こ の 運動 に慶尚北道300 万 の 道民 は 誰

もが自由に個人の 意思に基 づ いて 自主的に参加 して，情報化

社会 に対応す ることの で きる情報技術の 習得 や情報の 利用 ・

活用 など情報 リテ ラ シ
ーを享受する こ と に よ っ て，道民 が情

報化社会の 中で 遜色の ない 生活がで ぎる ように包括的に 情報

に関す る知識を習得させることが 「イン ターネ ッ ト・セマ ウ

ル運動」の 最大の 目的であ る。全道民の情報 リ テ ラシ
ーと情

報格差の 解消であ る。

　韓国の
一

地方自治体 であ る慶尚北道が情報化社会 へ の 対応

と して 試み た情報化実践運動 である。

03 ● イ ン クーネ ッ ト ・ セ マ ウル 運動の亭藁概要

　イ ンタ
ー

ネ ッ ト・セ マ ウル運動に つ い て，インタ ビ ュ
ー及

び資料等に よ り簡単に集約すれ ば下 記の通りで あ る 。

（1）イ ン タ
ー

ネ ッ ト・セ マ ウル 運動の示範村と 目的・予算

  実地地域 （示範村）と運動の 開始

　慶尚北道　2001 年6月29 日ス タート

　安東市 の河回 （八 ・フェ ）マ ウル （村）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［管轄 ：安東市役所］

　城州郡 道興里 （卜・ン フ ・リ）マ クワ ウ リマ ウル （村）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ［管轄 ：星州郡庁役場］

　浦項市の虎尾串 （ホ ・ミ ・コ ッ ）マ ウル 〔村）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［管轄 ：浦項 市役所］

　以上3ヵ 所が慶尚北道庁か ら指定さ れ た 。

  事業 の 目的

　慶尚北道300 万人の 情報格差解 消を最大の 目的 と し，道

　民 の情報化社会へ の 参加を 目的

  事業 予算 （2002 年度 ）

　慶尚北道＝17億8千万W 　安東市＝3億1千万W

　星 州郡；1億3478 万W 　浦項市＝4億5700 万W

（2）研修授業と 施設環境設備

  指導員導入と指導者育成

　指導員 は住民 自身の 情報化社会へ の参 加の た め に 無報酬で

　引 ぎ受 けて い る。PC に 堪能な 方に依頼し，この 運動に参

　加 して い ただい て い る。指導者の 育成 は，道庁に おいて も

　 行 っ て い る。道は直接指導員 を育 成す るた め に 教育 講座 を

　 開設。道内の 大学で 3 ヵ 月を一期 として 開設 して い る。過

　 去 に1100 名の 指導員を教育 して ぎた。イ ンターネ ッ ト・

　 セマ ウル運動 の指導者採用は道，安東市，星州郡，浦項市

　のそれぞれの方針で 行 っ て い る。指導員採用は，洞 からの

　 推薦や自己申告 などで あるが基本的にはPCに興 味があ り，

　 堪能で ある こ とが基本で あ る。一定 の PC 操作の 技術能力

　 が 求め られ る 。

  情報化教育研修 （所）と時間

　教育研修に対する住民 の熱意は大変高い と い え る。但し，

　各村の地 場産 業 によ っ て研修時期 や研修時間が 大幅 に変更

　さ れ る 。 教育研修時間 は，各情報セ ン タ
ー

で決め て い る 。

　 10時間か ら30 時間を 基礎研修時間と して カ リキ ュ ラ厶 が

　組ま れ て い る。但 し，個人差 に よ りい つ で も 自由に，情報

　 セン ターの使用 と指導員から指導 が受け られ るシス テムに

　 な っ て い る。

  施設環境

　各村に情報セ ン タ
ー

を 設置 して い る。コ ン ピ ュ
ータ室の 環

　境は近代的な エ ア コン の設置や防犯などにも十分配慮され

　 て い る。PC は何れ も 新型で新 品で あ り，1施設に約20 台
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表6　n あなたが情報教育の 授業を受けたことにつ いてお尋ね します
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  やり r齲 い 景遍駄騨■渡

蝌 購 耀囎 駄必層

　前後設置されて い る。

  示範村 へ とコン ピュ
ータ配付

　 1戸 に 1台 の PC （パー
ソ ナル ・コ ン ピ ュ

ー
タ）配置 と村

　（マ ウル）単位 の ホーム ページ開設

　　○河回 （八 ・
フ ェ ）示範村用に PC支援。

　　○道興里 （ト・ン フ ・リ）示範村 用 に 200 台の PC が希

　　　望者 に無料配布。そ の 内 100 台 は国 の 補助，100 台

　　　は郡庁の支援 によ り配付 。

　　○虎尾串 （ホ ・ミ ・コ ッ ）の 示範村用に国 の 補助に よ り

　　　PClOO 台 が希望 者に無料配 布。

  各業界か らの 支援

　行政の ほ か に企 業や 大 学か ら村へ PC の 寄付を募 っ た。企

　業体 と 関係 の あ る 村 に お い て は PC の 寄 付 と修理 を行 い。

　また 情報教育の 面につ いて も 協力を得た。

　PC を各種の 催 しの寅品や 贈り物 にす る こ と を奨励 した 。

（3）コ ン ピュ
ー

タ の 運用と展開

  村民の ラ イ フ ス タイ ル

村民 の生活の 面 におい て は，実生活に必要な情報生 活化 を取

り入れる ために，新聞はイン ターネ ッ トで読 むことの習慣化，

E−mail に よ る所 在の確認 と安否，パソ コ ンでの家計簿記入，

各種 の予約申 し込みはイン ターネ ッ トを 使用す る な ど実 生 活

の 中に情報化を取 り入れることを奨励 しrc　｛m 。

　村民間におい ての 連緕や 仕事の 連絡にE−mailを 利用 し，ま

　 たこの運動によっ て 民間や 役所と の コ ミニ ュ ケ
ー

シ ョ ン が

　 より一層強 くなっ た （道興里マ ウル）。

  イ ンターネ ッ ト直販場の 設置

　 農漁村の 所得向上 の ため に ，農漁村 に電子商取引の た め に

　標準 コ ン テン ツ開発 を行 っ た 。 道内か らの 生産さ れ た優秀

　 な農畜産物の 品に対して は，自治体の 長が品質保証を行い ，

　 この 品がイン タ〒 ネッ ト・セ マ ウ ル運動 の品で あ る こと を

　 「認証 亅 してこのマ ークを添付 して 更な る販売を 促進す る

　方案 も実施された。

  ネチケッ ト運動

　健全 なインターネ ッ ト文化の 定着を行うため に有益な 情報

　提供の 為の サイ トの奨励，それ に対して有害サ イ トの 遮断
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プ囗 グラ ムの普及を 行うなど言論 媒体と共 にネチケ ッ ト運

動の 展開も行 っ て い る。

04 ● おわ りに

　韓 国政府 が iT立国建設 を進 める中におい て，情報化 政策

の
一環と して慶尚北道 が進 め る 「イン ターネ ッ ト・セ マ ウル

運動」 を題 材 と して 検討 して ぎ た。

　こ の 運動 の現状と実態に つ いて地方自治体の 行政官，指導

者，受講者の三 者か らの イ ン タビュ
ーによる 質問 形式で の調

査と情報教育研 修所 を見学 して，その 実態 と現状を把握 した。

　この 運動の 意義は情報化社会へ の国民を参加させ る ため の

方策 と して の 情報化教育で ある。この 情報化社会 に 国民を 参

加す るた め には情報の 教育が欠 かせない。こ の運動を通 して

国 が推進して い る 「知識情報社会強 国」つ ま りIT立国建設へ

の 国民 の 参加と理 解 であ る。その政策の
一環 と して 慶尚北道

に おい て は，全道 民 の情報知識 レベ ル の均等化を目的と し，

全道民を 対象と した情報教育研修を通 して情 報格差の 解消に

取 り組ん だ情報化政策で ある。この 「イ ン タ
ー

ネ ッ ト・セマ

ウル 運動 」は，情報化政策 の中で も 何よ りも 最優先的に進め

られている。 この運動は慶 尚北道に おけ る全道民の情報化社

会へ 参加 するための救世主的な情報化政 策で あ る。

　こ の運 動 につ い て ，関係者の 三 者か らの 声は，こ の運動の

必要性と 理 解と 参加等 につ いてはほとんどが好意的で あ り，

か つ積極的な 姿勢で あ っ た。改善すべき点や 問題点も強 く指

摘 して い る部分を 多々 あ っ たが，裏 を返せば この運動に対す

る理解と参加へ の証である 。 今回の インタ ビュ
ーを通して そ

の実態 や 状況を把握 したもの の，この 運動そ の もの は現 在進

行中で あ る。この 情報教育研修は今年度 におい て も継続さ れ，

来年度に お い て も行な うとい うことで ある。この 運動の 試み

は，慶尚北道 は も とよ り韓国内におい て も大 ぎな起爆剤と な

り うる。そ して情 報 化社会へ の ス テ ッ プ と して 全道民 を対象

とした政策 は評価され る 。 韓国が目指ずIT立国建設の一環 と

して 行 わ れ た
一

地方 自治体の 情 報化政策は現 在進行中で あ

り，そ の成果 や 結果 は も う しば ら く先で ある。

　今後も，この 「イン ターネ ッ ト。セマ ウル運動」を見守り

た い。
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